
1
（出所) 市場実績と各種情報より作成(4月21日）

ナスダックが13日
連続高を記録→
日経平均の最高値
更新を後押しした

高値更新が示唆した日米株式の「シン・強気相場」

米国の投資格言：Time is more important than timing.
（売買のタイミングより、長く投資を続けることが大切）

日経平均株価は

年初来＋16.9％



米国株高の背景に原油相場とHY債の同時的安定
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（出所）各種の市場実績と報道より作成（4月21日）

WTI原油先物相場＜過去1年＞

米国・イスラエルのイラン攻撃
によるホルムズ海峡封鎖不安→

米国のハイイールド社債スプレッド＜過去1年＞

プライベートクレジット懸念
（SaaSの死？＝信用不安）→

2.86

87.95

（単位：％）

（単位：＄/バレル）

米国がホルムズ海峡
「逆封鎖」措置

↓
イランが核開発
停止とホルムズ
海峡を解放姿勢

↓
イランが「再封鎖」
を表明

↓
停戦交渉期限(22日)

期待インフレ上昇
↓

利下げ観測後退
↓

ナスダック連騰
+

信用リスク改善
↓

SaaSの買い戻し
↓

「空売り王」に
よる投資観測浮上
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霧が晴れると視界に入る「利益成長見通し」

（出所) Refinitiv(LSEG）集計・公表データより作成（4月16日時点)
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東証の「NT倍率」を警戒：TOPIXに出遅れ感

（出所) 市場実績と各種情報より作成(4月20日）



「日経銀行株トップ10指数」の相対推移が優勢

（出所) 市場実績と各種情報より作成(月末値：直近は4月17日時点）
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日経銀行株トップ10指数 は「東証プライム市場に上場する銀行
株のうち時価総額上位10銘柄 で構成される指数」（時価総額ウ
エイト指数）で2026年2月2日に公表が開始された。各銘柄の
上限比率は35％で、年1回（11月末）見直しが行なわれる。

デフレ脱却→長短金利差拡大＋経営改革+高市政権下の投融資拡大期待

メガバンク３グループの
25年4-12月期の純利益は
いずれも1兆円超を達成した



（参考情報）日経銀行株トップ10指数連動型ETFに注目
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東証上場ETF（540A）の組入れ銘柄（一覧）

順位 東証コード 銘柄名
銀行業種における

サブセクター
組入れ比率

1 8306
三菱ＵＦＪフィナンシャル・

グループ
メガバンク 33.3%

2 8316
三井住友フィナンシャル

グループ
メガバンク 22.8%

3 8411
みずほフィナンシャル

グループ
メガバンク 17.9%

4 7182 ゆうちょ銀行 リテール銀行 10.8%

5 8308 りそなホールディングス リテール銀行 4.6%

6 8309
三井住友トラスト

グループ
信託銀行グループ 4.0%

7 8331 千葉銀行 地方銀行グループ 1.9%

8 7186
横浜フィナンシャル

グループ
地方銀行グループ 1.8%

9 5831
しずおかフィナンシャル

グループ
地方銀行グループ 1.7%

10 5838 楽天銀行 インターネット銀行 1.2%

合計 100.0%

•ETF名：上場インデックスファンド日経銀行株トップ10

（銘柄コード：540A） ＜2026年3月18日に東証上場＞

•運用会社： アモーヴァ・アセットマネジメント

•連動対象：「日経銀行株トップ10指数」（東証プライム

 上場の銀行株のうち時価総額上位10銘柄で構成される）

•投資対象は銀行セクターに特化しており、三菱UFJ、三井

  住友FG、みずほFG、ゆうちょ銀行などの日本の主要銀行株

  にまとめて少額から集中分散投資できる 

•売買単位：1口（21日の取引価格＝1,665円）

(組入れ10銘柄を100株ずつ買うと約385万円必要となる）

•指数の算出は時価総額ウエート方式で、1銘柄当たりの上限

比率は35％に設定されている（毎年11月に見直される） 

•半期ベースの実績分配（決算日は毎年4月と10月を予定）

•日経銀行株トップ10指数は、年1回（11月末）指数の定期

  見直しが行われる。銀行株への集中分散型 ETFのため金利

  動向や金融政策から影響を受けやすい

•信託報酬率：年率0.165％（税抜0.15％）以内 

＊上記は参考情報であり推奨を目的とするものではありません。（出所) 市場実績と各種情報より作成(4月17日）
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